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図1　 魚が生息している海底の環境情報や漁船の位置情報など漁獲に関連する
データ収集のイメージ図
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水
産
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
に
は
、

効
率
よ
く
漁
を
行
い
、
正
確
な
漁
獲
情
報
や

位
置
情
報
な
ど
を
漁
業
者
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
な
く
広
く
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
そ
う
び
き
の
沖
合
底
び
き
網
漁
業
で
は
、

2
隻
分
の
魚
種・漁
獲
量
を
紙
で
集
計
す
る
た
め
、

時
間
と
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

漁
業
者
の
手
間
を
省
い
て
、漁
獲
情
報
、位
置

情
報
、漁
業
環
境
情
報
な
ど
を
収
集
し
な
が
ら
、

漁
獲
成
績
報
告
書
の
自
動
作
成
な
ど
も
行
う

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
以
後
、ア
プ
リ
）を
開
発

し
ま
し
た
。

ア
プ
リ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
か
ら
、漁
業
者
が「
ど
の

魚
を
狙
い
」、「
い
つ
」、「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
」

操
業
し
た
結
果
、「
ど
の
よ
う
な
魚
」が「
ど
の
よ

う
な
環
境
に
生
息
し
」、「
ど
れ
く
ら
い（
サ
イ
ズ・

漁
獲
量
）」漁
獲
で
き
た
か
入
力
す
る
と
、デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
収
集・蓄
積
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
魚
が
生
息
し
て
い
る
海
底
の
環
境

情
報
は
、塩
分
や
水
温
、深
さ
を
計
測
で
き
る

C
T
D
を
網
の
最
後
部
に
取
り
付
け
て
収
集
し
て

漁
獲
情
報
と
関
連
づ
け
ま
す（
図
1
）。
漁
業
者

へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
、
漁
獲
情
報
を

入
力
す
る
と「
水
揚
げ
予
想
金
額
」が
表
示
さ
れ

ま
す（
図
2
）。

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
漁
獲
情
報
と
G
P
S

（
日
時
や
位
置
情
報
な
ど
）情
報
を
紐
付
け
る

こ
と
で
、過
去
の
操
業
記
録
を
簡
単
に
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
そ
う
び
き
の
沖
合
底
び
き
網
漁
船
は
、

魚
が
入
っ
た
網
を
交
互
に
引
き
上
げ
る
た
め
、

2
隻
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
獲
情
報
を
魚
の
種
類・

サ
イ
ズ
ご
と
に
分
類・
集
計
が
必
要
で
す
。

こ
の
ア
プ
リ
は
、独
自
の
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境（
図
1
）を
持
ち
、
2
隻
の
漁
獲
情
報
を

自
動
的
に
集
計
す
る
の
で
、効
率
よ
く
収
集・

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
監
督

官
庁
へ
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
漁
獲

成
績
報
告
書
は
、ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
自
動
作
成
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図4　箱使用状況メール 図3　漁船の位置表示 図2　アプリのトップ画面

※	

こ
の
成
果
は
、国
立
研
究
開
発
法
人	

農
業・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究	

機
構
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン	

創
出
強
化
研
究
推
進
事
業
」に
よ
る
も
の
で
す
。

さ
れ
、指
定
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
出
力
で

き
ま
す
。

漁
船
が
通
信
圏
内
に
い
る
場
合
は
、漁
船
の

位
置
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
で
き
ま
す

（
図
3
）。
ま
た
、入
港
す
る
港
か
ら
指
定
し
た

距
離
に
達
す
る
と
、入
港
予
定
通
知
メ
ー
ル
、

出
港
通
知
メ
ー
ル
を
自
動
送
信
し
、
漁
協
や

業
者
な
ど
が
む
だ
な
く
準
備
に
取
り
か
か
れ

ま
す
。
漁
獲
さ
れ
た
魚
を
入
れ
る
箱
の
使
用

状
況
は
自
動
計
算
さ
れ
、
毎
日
定
時
に
箱
の

業
者
に
メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ
ま
す（
図
4
）。

こ
れ
ま
で
の
箱
の
注
文
は
、入
港
前
に
電
話

か
F
A
X
で
受
け
て
お
り
、短
時
間
に
1

 

0

 
0
 0 

ケ
ー
ス
以
上
の
多
種
多
様
な
注
文
に
対
応
す
る

た
め
の
多
く
の
予
備
品
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

業
者
は
箱
の
使
用
状
況
を
早
期
に
入
手
で
き
る

の
で
、発
注
を
予
測
し
て
む
だ
な
予
備
品
確
保

を
な
く
し
、コ
ス
ト
低
減
に
貢
献
で
き
ま
す
。

今
後
は
、山
口
県
下
関
市
、長
崎
県
長
崎
市
、

愛
媛
県
八
幡
浜
市
の
沖
合
底
び
き
網
漁
船
全
船

が
漁
業
支
援
ア
プ
リ
を
導
入
し
、基
礎
研
究
の

最
終
段
階
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
産
現
場
と
産
地
市
場
の
情
報
を
、双
方
向

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

合
理
的
な
漁
業
の
実
現
が
期
待
で
き
ま
す
。

収
集・
蓄
積
さ
れ
た
漁
獲
情
報
な
ど
は
、

漁
業
者
の
後
継
者
教
育
や
漁
業
関
係
者
の
人
材

育
成
に
活
用
が
可
能
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
漁
業
活
動
情
報

の
利
用
は
、新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
基
礎
で

あ
る
た
め
、他
漁
業
への
応
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

「みどりの食料システム戦略」とともに
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